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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年４月１５日 

件   名 外国人材活用セミナーの開催結果について 

所管部課名 産業経済部 企業経営支援課 

内   容 

令和８年２月９日に開催した外国人材活用セミナーの開催結果について、

以下のとおり報告する。 

 

１ 開催概要 

日時 令和８年２月９日（月） １４時から１７時 

会場 足立区勤労福祉会館 第１ホール 

対象 主にこれまで外国人材の活用実績のない区内中小企業 

目的 外国人材活用の基礎的な知識の習得 

定員 ５０名 

講師 ＪＡＰＡＮ行政書士法人 代表 小山翔太 氏 

 

２ セミナーの内容 

 内  容 

【第一部】 

制度説明等

の講義 

① 在留資格に関する制度説明 

② 就労ビザの種類と改正内容（技能実習、特定技能、

育成就労） 

③ 外国人雇用に係る法令順守（不当解雇、税金等の 

未納、不法就労） 

④ 適正な人事管理（就労管理、生活支援） 

⑤ 外国人材を雇用するメリット・デメリット 

【第二部】 

事例紹介 

① 外国人材受け入れに向けた準備 

② 受け入れ後の成果や課題 

※ 経営者と技能実習生の登壇 

【第三部】 

個別相談 

① 個別ブースを複数設置し、行政書士による個別相 

談を実施 

 

３ 参加企業数および参加者数（定員５０名） 

 企業数 人数 参加した企業の主な業種 

申込 １８社 ２０人 
自動車整備業、清掃業、介護事業、運送業、 

学校給食調理業、不動産業、製造販売業など 

参加 １０社 １０人 自動車整備業、清掃業、介護事業、運送業など 
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４ アンケート結果【主な回答の抜粋】（アンケート回答総数８件） 

（１）参考になったテーマ・内容（複数選択可）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）外国人材の雇用状況（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）外国人材雇用への不安や問題点（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）区に対して望む支援（複数選択可） 
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５ 今後の方針等 

（１）本セミナーのアンケート結果の分析のほか、マッチングクリエイター 

や人材確保支援事業のアドバイザリー支援での区内企業への聞き取りを 

行うとともに、東商足立支部やハローワーク足立等の関連機関が把握して 

いる外国人材の活用ニーズや動向を確認していく。 

（２）区内企業の外国人材活用のニーズや動向を確認・分析したうえで、テー 

マや業種を絞りながら、令和８年度もセミナーを開催していく。 

（３）セミナーの開催だけでなく、相談対応や人材紹介を行う支援機関、国や 

東京都で実施している補助金等の各種支援情報を区ホームページ等で分 

かりやすく発信していく。また、人材定着サポート助成金をはじめとした、 

区で実施する人材確保を支援する各種補助金についても、外国人材の採 

用・育成・定着に活用できることもあわせて周知していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年４月１５日 

件   名 「第３９回足立伝統工芸品展」の開催について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

１ 目的 

（１）長い歴史と風土の中で育まれ受け継がれてきた区内伝統工芸品を一堂 

に集め、普及促進を図る。 

（２）「足立区伝統工芸振興会」をＰＲすることを目的に、伝統工芸振興会 

会員が一堂に会し盛り上げられるよう、庁舎ホールを会場に実施する。 

（３）足立を支える「伝統的な技術」と「優れた製品・技術（足立ブランド）」、

区内の『匠の技』が光る区内産業の製品を紹介・販売する。 

 

２ 開催日時 

令和８年６月１０日(水)～１１日(木) 午前１０時～午後４時３０分 

 

３ 会場  庁舎ホール、アトリウム 

 

４ 内容（予定） 

（１）区内伝統工芸品の展示及び有償頒布 

江戸刺繍、江戸木彫刻、東京銀器、東京打刃物、印傳他 

（２）伝統工芸品の制作実演、体験 

（３）庁舎ホールにお客さまを誘導できるよう、集客企画を実施する。 

（４）足立ブランドＰＲ冊子第２号刊行とリール動画の配信を記念して、庁舎

アトリウムなどで足立ブランド認定企業の展示を行い、足立の優れた産業

製品を来庁者にＰＲする。 

 

５ 出展数(予定) 

【伝統工芸】１６品目３２名、実演：１品目、体験：６品目 

【足立ブランド】８企業・事業者 

 

６ 主催  足立区伝統工芸振興会、足立区 

 

７ 共催  ＦＣ足立（足立ブランド認定企業） 

 

８ 今後の方針等 

（１）あだち広報５月２５日号、区ホームページ、区ＳＮＳ、チラシ配布、 

ポスター掲示し周知していく。 

（２）伝統工芸振興会・ＦＣ足立と集客のための企画を検討していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年４月１５日 

件   名 令和８年度花卉品評展示会の開催について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

 令和８年度花卉品評展示会の開催について報告する。 

 

１ 目的 

  区内花卉農家が栽培した季節の花を広く区民に紹介するとともに、出品物の

優劣を競うことにより栽培技術と品質の向上を図り、花卉農業の振興に寄与す

ることを目的に区が夏花・冬花・春花品評展示会を主催する。 

 

２ 開催期間・場所等 

品 評 

展示会 
項 目 内 容 

夏 

花 

期  間 令和８年６月２日（火）～３日（水） 

場  所 本庁舎中央館 １階アトリウム（区民ロビー） 

後  援 
東京スマイル農業協同組合足立花卉部会 

東京都、足立区観光交流協会 

協  賛 東京スマイル農業協同組合 

褒賞予定 特等賞２点、一等賞７点、二等賞、三等賞 

冬 

花 

期  間 １２月中旬に開催予定 

場  所 本庁舎中央館 １階アトリウム（区民ロビー） 

後  援 東京スマイル農業協同組合足立花卉部会 

協  賛 なし 

褒賞予定 優秀賞１点、優良賞４点、佳作 

春 

花 

期  間 ２月下旬から３月上旬の間で開催予定 

場  所 本庁舎中央館 １階アトリウム（区民ロビー） 

後  援 東京スマイル農業協同組合足立花卉部会 

協  賛 なし 

褒賞予定 優秀賞１点、優良賞５点、佳作 

  ※ 第１日目 午前：審査   午後：一般観覧 

    第２日目 午前：一般観覧 午後：販売 

 

３ 今後の方針等 

  販売における売上金は社会福祉協議会へ寄付する。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年４月１５日 

件   名 「舎人公園千本桜まつり」の開催結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

「舎人公園千本桜まつり」の結果について、以下のとおり報告する。 

 

１ 実施結果 

（１）主催 

一般財団法人足立区観光交流協会、足立区、東京都建設局、東京都交

通局、公益財団法人東京都公園協会 

（２）日時 

令和８年３月２８日（土）、２９日（日） 

午前１０時から午後４時まで 

※ 桜の開花状況 

    ソメイヨシノは３月１９日に開花し、イベント当日は満開。 

（３）内容 

ア ＰＲ展 

区、共催団体、警察、消防、自衛隊、区内団体等 

イ 物産展・模擬店 

足立成和信用金庫と連携した地元企業や飲食店等、友好自治体、地元

町会等 

ウ その他 

北足立市場協会による野菜・果物の直売コーナー（２８日のみ）、コ

ンサートステージ、出張生物園、ふわふわスライダー（３歳以上、１回

２００円）、大道芸等 

※ コンサートステージは（公財）東京都公園協会が主催 

 

２ 総来場者数について 

 令和７年度 令和８年度 前回比 

土曜日 
３／２９（雨） 

５５，０００人 

３／２８（晴） 

１３５，０００人 
＋８０，０００人 

日曜日 
３／３０（曇） 

１４０，０００人 

３／２９（晴） 

１５３，０００人 
＋１３，０００人 

計 １９５，０００人 ２８８，０００人 ＋９３，０００人 

（１）来場者数増の主な理由等 

２日間通して晴天に恵まれ、桜も満開の状態で好条件が重なった。「春

の花火」が終了した平成２５年度以降、史上最高の来場者数となった。 

 

 



8 

 

３ 日暮里・舎人ライナー舎人公園駅の乗降客数 

 

４ ＳＤＧｓの取り組みについて 

（１）リユース食器の使用 

ア 使用結果 

利用希望のあった８団体に、観光交流協会でレンタルしたリユース食

器を配付した。前回との比較は、下表のとおり。 

 食器  準備数 使用数 返却数 

令和７年度 
小皿 

コップ等 
３，８００ ２，１４０ 

１，６４４ 

（返却率７６．８％） 

令和８年度 
小皿 

コップ等 
４，９００ ４，３２０ 

４，０１８ 

（返却率９３．０％） 

イ 返却率について 

リユース食器回収の協力依頼の声掛けを増やしたことで、返却率が上

がった。 

   

５ 来場者の声について 

（１）災害時に必要な電力の多さを知って驚いたり、防災グッズの説明を受け

て防災に詳しくなった。また、自転車のルールも勉強になった。 

（２）４月から変わるプラスチックごみの分別について詳しく教えてもらっ 

たし、野菜やおいしい食べものが安く買えて助かった。 

（３）子どもが楽しめる体験コーナーが充実していて良かった。今までで一 

番の賑わいだったと思うが、人員もしっかりと配置されていて安心でき 

た。 

（４）女子トイレが混んでいて並んでしまい、子どもがいるため大変だった。 

仮設トイレを増やしてほしい。 

 

６ 今後の方針等 

（１）開催日は、３月最終週の土日を継続する方向で、共催団体と協議して 

いく。 

（２）仮設トイレは、１日目は待機列が長くなることは無かったが、２日目 

は正午過ぎから女性用トイレの待機列が長くなる時間帯があった。次年度

は女性用トイレをさらに増設する方向で検討する。 

 令和７年度 令和８年度前週 令和８年度 前回比 

土曜日 
３／２９ 

５，４４７人 

３／２１ 

５，８５８人 

３／２８ 

２３，３１７人 
＋１７，８７０人 

日曜日 
３／３０ 

２８，２４３人 

３／２２ 

７，６６０人 

３／２９ 

３５，５１７人 
＋７，２７４人 

計 ３３，６９０人 １３，５１８人 ５８，８３４人 ＋２５，１４４人 


